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生
個
人
の
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
並

べ
、
経
営
学
部
、
ひ
い
て
は

専
修
大
学
の
魅
力
を
発
信
し

た
。
３
人
は
「
ど
ん
な
サ
イ

ト
に
も
な
い
、
自
分
た
ち
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

追
求
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
を
生
か
し
て
サ
イ
ト

や
記
事
を
制
作
し
た
」
と
話

し
た
。

ル
し
た
。

　
７
月
20
日
、
都
内
で
授
賞

式
が
あ
り
、
賞
状
や
ト
ロ
フ

ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。
茂
木
さ

ん
は
、「
作
成
し
た
コ
ピ
ー
が

ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
に
な
り
、
感
動

し
て
い
る
。
ア
イ
デ
ア
に
詰

ま
り
、
心
が
折
れ
か
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
頑
張
っ
て

良
か
っ
た
。
受
賞
を
励
み

に
、
将
来
は
広
告
の
道
に
進

み
た
い
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　2023年１月に公表され

た本学の「キャンパス・

ハラスメント防止宣言」は、全ての学生や教職員

等を個人として尊重し、快適な学修、教育、労

働、研究環境を作り維持することを重要視してい

ます。キャンパス・ハラスメント防止啓発活動

は、学生や教職員等の個々の目標や大学の使命を

果たすための根底を守る活動と捉えると、人体の

免疫システムに例えることができそうです。ハラ

スメントの適切な理解と防止啓発活動は、免疫シ

ステムを高めるような役割を果たすことになりま

すし、快適な学修、教育、労働及び研究を促進

し、キャンパスの健全な環境をサポートする重要

な要素になると思います。

　一方、過剰にハラスメントに反応してしまうと、

コミュニケーションが損なわれる可能性がありま

す。過度な対応は、本来の目的である健全な環境

づくりや人間関係の改善に逆効果をもたらすこと

が考えられます。適切なバランスを保つことが重

要であり、過剰にも過小にもならないように、適

度な対応と理解が必要になるでしょう。

　例えば、ハラスメントに遭遇したら、相手には

っきりと言葉と態度で伝えることや信頼できる人

に相談することが重要です。また、他の人がハラ

スメントを受けていると思われる場合には見て見

ぬふりをせず、被害にあっている人に声をかけ、

キャンパス・ハラスメント対策室に相談してくだ

さい。

　一人一人の意識や心掛け、他者への気配りが、

活気あふれるキャンパスと快適な環境を築くこと

につながります。

　（キャンパス・ハラスメント対策室員　吉川徹）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

キャンパス・ハラスメント防止啓発活動
� ：免疫システムに例えて

　
全
国
の
大
学
生
や
専
門
学

校
生
を
対
象
に
し
た
「
Ｊ
Ｆ

Ｎ
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
３
〜
ラ
ジ
オ
に
乗
せ

て
、
学
校
ア
ピ
ー
ル
〜
」
で
、

茂
木
美
穂
さ
ん
（
文
２
）
が

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。
受

賞
作
「『
真
実
』
篇
」
は
、

８
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ
を
キ
ー

局
と
す
る
、
全
国
38
局
の
Ｆ

Ｍ
局
で
放
送
さ
れ
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
全

国
38
社
の
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
加

盟
す
る
全
国
Ｆ
Ｍ
放
送
協
議

会
（
Ｊ
Ｆ
Ｎ
）
が
、「
学
生

自
身
の
学
び
舎
」
を
テ
ー
マ

に
毎
年
開
催
。
学
生
ら
し
い

自
由
な
発
想
と
表
現
力
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
コ
ピ
ー（
原
稿
）を
募
集
し

て
い
る
。
今
年
は
２
６
０
０

作
品
以
上
の
応
募
が
あ
り
、

２
次
選
考
通
過
者
は
、
放
送

局
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
の
形
に
仕
上

げ
、
最
終
選
考
に
進
ん
だ
。

　
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ
」

で
は
、
広
告
学
が
専
門
の
松

岡
郁
子
特
任
教
授
の
指
導
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
エ

ー
テ
ィ
ブ
ワ
ー
ク
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
茂
木
さ
ん
は
、

授
業
で
作
成
し
た
Ｃ
Ｍ
コ
ピ

ー
を
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
。

　
作
品
は
、
卵
が
品
切
れ
に

な
っ
て
い
る
原
因
を
巡
る
若

者
た
ち
の
軽
妙
な
会
話
劇
か

ら
、「
真
実
を
見
極
め
ろ
！
専

修
大
学
文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
科
」
と
い
う
鋭
い
言

葉
で
学
科
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

　
国
際
人
工
生
命
学
会
（
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）
２
０
２
３
で
、

人
間
科
学
部
心
理
学
科
４
年

次
生
の
大
水
拓
海
さ
ん
が
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
は
人
工
生
命

に
つ
い
て
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究

者
が
集
ま
る
国
際
会
議
で
、

今
年
度
は
７
月
末
、
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
水
さ
ん
の
テ
ー
マ
は

「
治
療
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
を

導
入
し
た
複
雑
系
と
し
て
の

う
つ
症
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」。
症

状
同
士
の
結
び
つ
き
の
強
さ

の
ほ
か
に
治
療
的
な
要
因
な

ど
を
加
味
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
モ
デ
ル
化
し
、
症
状
だ

け
で
な
く
治
療
要
因
を
含
め

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
大
水
さ
ん
は
３
年
次
か
ら

国
里
愛
彦
教
授
の
計
算
論
的

臨
床
心
理
学
研
究
室
に
所

属
。
１
、
２
年
次
に
学
科
必

修
の
「
心
理
学
統
計
法
」
な

ど
で
修
得
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ス
キ
ル
を
活
用
し
、
研

究
を
進
め
て
き
た
。

　
学
部
生
が
国
際
学
会
で
ポ

ス
タ
ー
発
表
す
る
の
は
珍
し

い
。
大
水
さ
ん
は
初
め
て
の

参
加
に
「
拙
い
英
語
で
の
説

明
で
も
多
く
の
研
究
者
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
か

ら
、
自
分
た
ち
で
は
気
づ
か

な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
勉

強
に
な
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
勉

強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
」

と
話
し
て
い
る
。

　
経
営
学
部
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
Ｂ
」
は
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
演

習
科
目
。
こ
の
う
ち
「
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
Ｂ
（
広
報
デ
ザ
イ

ン
）」

岩
田
弘
尚
教
授
・
三

宅
秀
道
准
教
授

は
前
期
の

授
業
で
、
広
報
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
学
び
、
経
営
学

部
を
Ｐ
Ｒ
す
る
メ
デ
ィ
ア
を

企
画
・
提
案
し
た
。

　
講
義
で
は
、
外
部
の
専
門

家
も
招
き
、
広
報
の
基
礎
知

識
か
ら
、
動
画
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
不
可
欠
な
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ

ｅ
社
の
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
ツ

ー
ル
の
使
い
方
な
ど
を
習

得
。
２
〜
４
年
次
生
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の

企
画
・
制
作
・
編
集
に
取
り

組
ん
だ
。

　
７
月
18
日
に
は
最
終
報
告

会
が
開
か
れ
、
10
チ
ー
ム
が

制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発

表
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
経
営
学
部
の

オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
を
企
画

し
よ
う
」。オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ

ア
と
は
、
企
業
や
組
織
が
自

ら
保
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
こ

と
。
今
回
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

形
式
で
学
部
の
魅
力
や
学
び

の
特
色
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
広
報
に
携
わ
る
教
職
員
や

外
部
講
師
が
審
査
し
、
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
の
は
吉
武
巧

人
さ
ん
、赤
坂
颯
太
さ
ん
、西

村
省
吾
さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
次
）
チ
ー
ム
の
作
品
。
学

　
法
教
育
や
主
権
者
教
育
の

充
実
を
目
的
と
し
た
法
学
部

の
法
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

６
月
24
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
法
学
部

の
学
生
た
ち
が
弁
護
士
と
と

も
に
社
会
課
題
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
、
模
擬
国
会
と

し
て
法
案
作
成
に
取
り
組
ん

だ
。

　
第
二
東
京
弁
護
士
会
と
埼

玉
弁
護
士
会
か
ら
若
手
弁
護

士
を
招
き
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

「
成
年
年
齢
引
き
下
げ
」
と

い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
。

　「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」グ
ル
ー
プ

で
は
、
女
性
議
員
の
比
率
を

増
や
す
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
女
性
の

政
治
参
画
を
促
す
た
め
の
ク

オ
ー
タ
制
の
立
法
ま
で
視
野

に
入
れ
て
討
論
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
学
生
か
ら
は
「
議
論
を
す

る
の
は
楽
し
か
っ
た
。
周
り

の
人
の
意
見
を
聞
い
て
、
そ

の
上
で
自
分
の
意
見
を
自
身

に
問
い
直
す
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

発表したポスターを囲む大水さん（左）と国里教授

賞
状
を
手
に
笑
顔
の
茂
木
さ
ん

最優秀賞に茂木さん（文２）
全国のＦＭ38局で受賞作放送

ＪＦＮラジオＣＭコンテスト

国
里
研
究
室 

大
水
さ
ん
（
人
間
科
学
４
）

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ,
23
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

法
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

模
擬
国
会
で
法
案
作
成

模
擬
国
会
で
法
案
作
成

経営「ビジネス研究Ｂ（広報デザイン）」

学部のオウンドメディア提案
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
と
、
制
作
し
た
赤

坂
さ
ん
、
西
村
さ
ん
、
吉
武
さ
ん（
左
か
ら
）

　
専
修
大
学
松
戸
高
校
（
千

葉
県
松
戸
市
、
五
味
光
校

長
）
が
、
第
１
０
５
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
出

弁護士と一緒に社会課題の解決策を話し合った

専
大
松
戸
高

夏
の
甲
子
園
で

ベ
ス
ト
16
入
り

訃　
　

報

乾
吉
佑
氏
（
い
ぬ
い
・
よ
し
す
け
）

名
誉
教
授
・
元

人
間
科
学
部
教

授

　
９
月
７
日
、
80
歳
で
死
去
。
１

９
９
７
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
臨
床
心
理
学
。

訪
れ
、
報
告
と
応
援
の
お
礼

を
伝
え
た
。

　
富
山
尚
德
理
事
長
、
五
味

校
長
ら
が
、
本
学
の
松
木
健

一
理
事
長
や
佐
々
木
重
人
学

長
ら
と
懇
談
。
大
森
准
弥
主

将
は
、「
大
勢
の
方
に
応
援
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
う
れ

し
く
、
最
高
の
夏
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
り
、「
甲
子
園

の
土
」
を
松
木
理
事
長
ら
に

手
渡
し
た
。

場
。
今
春
の
セ
ン
バ
ツ
に
続

い
て
の
ベ
ス
ト
８
進
出
は
逃

し
た
も
の
の
、
夏
の
甲
子
園

で
は
最
高
成
績
と
な
る
ベ
ス

ト
16
入
り
し
た
。

　
初
戦
で
東
海
大
甲
府
高
校

（
山
梨
県
）
に
勝
利
し
、
８

月
16
日
に
ベ
ス
ト
８
を
か
け

て
土
浦
日
大
高
校（
茨
城
県
）

と
対
戦
。
台
風
の
影
響
で
東

海
道
新
幹
線
が
遅
延
し
、
吹

奏
楽
部
や
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
が
球
場
に
到
着
で
き
な

い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ

れ
た
が
、「
オ
ー
ル
専
修
」

の
声
援
を
受
け
、
選
手
た
ち

は
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
プ
レ
ー

を
披
露
。
全
員
野
球
を
見
せ

た
が
６
｜

10
で
惜
敗
し
た
。

　
８
月
25
日
に
は
野
球
部
関

係
者
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を

制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

発
表
す
る
学
生


